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論文内容の要旨

環境中の汚染物質が河川に生息する微生物にどのような影響を与えるのかをモニターすることは難

しい。したがって，環境中の化学物質と微生物の群集構造との関係を解析するためには，対象とする

微生物を特定する必要があるO そこで本研究では，河川におけるアニリン分解菌のみ着目し実験を行っ

た。大阪府北部を流れる箕面川，および猪名川に定点を設定し，アニリンの分解性を調べたところ，

比較的汚染の進んでいないと考えられる箕面川においてはアニリンを分解せず，化学物質による汚染

が進んでいると考えられる猪名川においてはアニリンを分解した。この 2 地点において，河川水中の

フローラを調べたところ両地点とも異なった細菌フローラを示し，またアニリン分解菌数をMPN法

により調べたところ，箕面川では検出限界以下であった。これらの事より アニリンの生分解性を調

べることにより，河川水中の微生物の適応能の違いや，河川水中の化学物質による細菌群集の変化に

対し様々な知見が得られる可能性が示唆された。

猪名川の上流から下流，また大阪市内を流れる河川にいくつかの定点を設置し，全有機炭素 CTotal

Organic Carbon:TOC)，生菌数 CColony Forming Unit : CFU) ，全菌数 CTotal Direct Count : TD 

C) ，アニリンの生分解性，およびアニリン分解に寄与する可能性のある細菌(アニリン分解菌および

分解能を獲得する可能性のある細菌)の数について調べた。各定点におけるアニリン分解菌の数，お

よびその細菌群集は様々であった。このことは各々の地点の細菌群集が受けた化学物質による影響が

量，時間において異なっていたことによると考えられる o TDC , CFUの値が高く汚染が進行して

いると考えられる地点ほどアニリン分解菌の数が多かった。しかし， TDC ， CFU の値が比較的低

いにもかかわらず高いアニリン分解能を示した地点があった。このことより， TDC , CFU , TO 
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C値などの従来利用されてきた環境指標とアニリンの生分解性やアニリン分解菌数を調べることによっ

てより詳細な河川環境の評価が可能になると考えられる。

アニリンの生分解経路はカテコールを経て無機化されること，またフェノール分解菌がアニリン分

解能を獲得することが今までに報告されているo そこで これらの物質を分解する細菌の分布を調べ

たところ，アニリン分解菌に比べ圧倒的に多くのカテコール，フェノール分解菌が河川水中に存在し

ていることがわかり，また汚染の進んでいる河川ほどその傾向が強かった。猪名川より単離されたア

ニリン分解菌はカテコールやフェノールを速やかに分解した。しかし これら 3 種類の化学物質の分

解菌について遺伝子の相向性を調べたところ，アニリンに関与する遺伝子と相同性のある塩基配列を，

ある種のカテコールあるいはフェノール分解菌が有していることがわかった。さらに遺伝子レベルの

解析により，細菌がどのようにして芳香族化合物の分解能を獲得したか，またその遺伝子がどのよう

に進化したかを明かにすることが期待できる。

論文審査の結果の要旨

環境汚染物質による水棲微生物の生態系に及ぼす影響を把握する研究において，まず，アニリン分

解菌を指標微生物としてその分布ならび、に変動について実態調査を基礎として明確にした。

河川水中の細菌によるアニリンの分解は分解菌の活性と現存量に依存し また，他の共存する化学

物質の影響を受けることが明らかとなった。

アニリン分解菌は フェノールならびにカテコール分解菌と同様汚染水域により多く存在し，これ

らの分解菌のほとんどのものがお互いにアニリン分解に関与する遺伝子を保存するプラスミッドと相

向性をもつことを明らかにした。これらの研究成果は博士(薬学)を授与するに値するものと判定
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